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The Xanthine Oxidase Inhibitor Febuxostat Suppresses the 
Progression of IgA Nephropathy, 
 Possibly via Its Anti-Inflammatory and Anti-Fibrotic Effects in 
the gddY Mouse Model 
（Xanthine Oxidase 阻害剤 Febuxostat は、 
gddY マウスモデルにおける抗炎症作用および抗線維効果を介して
IgA 腎症の進行を抑制する）   























 本研究では、IgA 腎症モデルマウスとして gddY マウスを用いた。gddY マウスは従来より実験
に使用されている IgA 腎症モデルマウスである HIGA マウスとは異なり、糸球体 IgA 沈着の早期
発症および血尿以外の臨床病理学的異常を示し、ヒト IgA 腎症の特徴に類似した症状を示す。本
研究では、gddY マウスに、8 週間 Feb を投与し腎機能と腎組織の解析を行った。 
【結果】 








ムによる IL-1 産生促進の２つが知られている。そこでキサンチンオキシダーゼ阻害薬が IgA 腎




 本研究は、IgA 腎症の発症に対する XO 阻害剤の腎保護効果を明らかにした。XO 阻害剤は腎臓
において炎症とその結果生じる線維化を抑制する事で腎不全を抑制していると考えられる。 
